
 

 

 

 

 

 

 

何を勉強すればいいの？～前力ノートの使い方編～ 

 毎日取り組んでいる前力ノートについて、みなさんは自分の成長のために活かすことができている

でしょうか？貴重な時間を使って、取り組んでいるわけですから、自分の進路決定に向けて意味のあ

るものにしたいですね。今回は、どのように前力ノートを使ったらよいのか悩んでいる人のためにも、

仲間の良い前力ノートの例を紹介します。ぜひ参考にしていきましょう。今後も進路通信ではぜひ参

考にしてほしい前力ノートを紹介していく予定です。 

 

 

前力ノート～社会科編～ 

どうやって記憶が確かなものになっていくかみなさんは知っていますか？ 

input(覚える、予習)→定着(練習)→output(テスト)→できなかったことを再び定着(復習)…こうした

流れによって記憶は確かなものになっていきます。アウトプットして復習しなければ費やした時間の

効果は半減してしまうといわれています。今回はこうした記憶の仕組みを踏まえた社会科の勉強方法

を紹介します。ぜひ参考にしましょう！ 

【前力ノートの使い方】 

予習→授業を受ける→ワークを解く→丸つけしてできなかった問題をノートにまとめて赤シートで

隠せる問題などを前力ノートに作成→時間のある時に赤シートで隠して解く。この流れで勉強してみ

ましょう。 

【前力ノートの使い方（応用編）】 

ワークの答えを赤ペンで前力ノートに写して、自分で教科書を見ながら問題をつくる勉強法。 

記憶の印象づけにはいいし、意味を理解しやすいです。 
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令和７年４月３０日(水) No.５ 

今回は社会科の田中先生に聞いてみました！ 

自分ができなかった

ところをよくまとめ

ています。しっかり

アウトプットし、記

憶を定着させようと

している良いノート

です。重要な単語が

色付けされて印象深

くなっています。さ

らにシートで隠して

再活用できる工夫等

もあります。 



オープンスクール情報（４月３０日現在） 

 

 

 

 


